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市
民
病
院
の
業
務
と
　

決
算
見
込
み

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
入
院
機
能
を
本

院
に
集
約
し
、
経
営
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
来
院
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
実
績
は
、
救
急
搬
入

台
数
４
３
４
台
、
当
番
医
の
来
院
患
者

数
１
、６
７
５
人
、
手
術
件
数
２
２
１

件
で
、
こ
の
う
ち
全
身
麻
酔
の
手
術
件

数
は
41
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
日
の

平
均
入
院
患
者
数
は
71
・
１
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
毎
年
の
業
務
改
善
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の
市
民

行政報告

病
院
の
決
算
は
、
収
益
に
つ
い
て
は
、

外
来
収
益
が
若
干
減
少
し
た
も
の
の
、

入
院
収
益
が
増
加
し
、
ま
た
費
用
に
つ

い
て
も
材
料
費
が
若
干
増
加
し
ま
し
た

が
、
給
与
費
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
約
４
、０
０
０
万
円
の
黒
字
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

新
病
院
の
建
設

　

新
病
院
建
設
に
向
け
て
、
庁
内
に
新

病
院
建
設
構
想
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
第
１
回
目
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
に
お
け
る
検
討
委
員
会
で

は
、
岡
山
大
学
病
院
教
授
や
岡
山
県
備

前
保
健
所
長
な
ど
市
外
の
委
員
を
迎

え
、
ど
の
よ
う
な
病
院
が
ふ
さ
わ
し
い

か
を
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
検
討
委
員

会
が
相
互
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
検
討

を
進
め
、
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
を
行
い
、

よ
り
よ
い
運
営
形
態
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
建
設
に
向
け
て
、
業

務
・
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
移
行
を
図
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
診
療
を
受
け
る
皆

さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
診
療
機
能

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
よ
る
診
療
情
報

の
Ｉ
Ｔ
化
や
病
院
機
能
評
価
を
受
け
る

な
ど
、
診
療
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

火
災
予
防

　　

１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
の
火
災
発
生

件
数
は
７
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
６
件

減
少
し
ま
し
た
が
、
損
害
額
に
つ
い
て

は
、
建
物
火
災
３
件
が
す
べ
て
全
焼
火

災
で
あ
っ
た
た
め
、増
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
火
災
予
防
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
を
促
進
し
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
被

害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

救
急
業
務

　　

１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
に
５
３
０
件

の
救
急
出
動
が
あ
り
、
前
年
同
期
よ
り

76
件
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
が
全
体

の
72
・
６
％
を
占
め
、
高
齢
者
の
搬
送

率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
急
救
命

士
の
養
成
と
救
急
隊
と
し
て
の
資
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に

市
民
の
皆
さ
ん
も
応
急
手
当
が
行
え
る

よ
う
、
普
通
救
命
講
習
や
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

近
年
、
安
易
な
救
急
要
請
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
真
に
救
急
車
を
必
要
と
す

る
人
の
た
め
、
救
急
車
の
正
し
い
利
用

方
法
を
周
知
し
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

本
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
は
、
悉し
っ
か
い皆
調
査
で
は
な
く
抽
出

調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
力
を
伸
ば
す
教
育
」
を
実
現
す
る
た

め
、
こ
れ
を
積
極
的
に
利
用
し
て
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
国
の
調
査
で
抽
出
さ
れ
な
か
っ

た
学
校
の
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３

年
生
に
つ
い
て
も
、
国
か
ら
調
査
用
紙

の
提
供
を
受
け
て
、
抽
出
校
と
同
様
に

実
施
す
る
「
希
望
利
用
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
４
・
５
年
生
お
よ
び
中
学
校

１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の

学
力
調
査
と
し
て
、国
語
・
算
数（
数
学
）

の
教
科
に
関
す
る
テ
ス
ト
と
、
児
童
生

徒
の
学
習
と
生
活
に
対
す
る
意
識
・
態

度
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
の
学
習
現
場
へ
の
反
映
で

す
が
、
児
童
・
生
徒
へ
は
、
自
分
の
学

力
の
傾
向
や
今
後
の
努
力
す
べ
き
方
向

な
ど
を
示
す
資
料
を
渡
し
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
学
年
ご
と
、
学
校
ご

と
の
学
力
や
学
習
・
生
活
状
況
の
傾
向
・

課
題
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
個
人
指

導
を
具
体
的
に
行
う
と
と
も
に
、学
年
・

学
校
全
体
で
の
学
力
向
上
に
向
け
た
計

画
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
情
報
を
共
有
化
し

て
、
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
市
全
体
の
傾
向
や
課
題
な
ど

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用

し
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
文
化
祭

　

10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）
の

２
日
間
、
備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
・

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
・
長
船
町
福
岡
市
場

小
路
一
帯
で
国
民
文
化
祭
「
備
前
お
さ

ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

刀
剣
の
魅
力
満
載
の
文
化
の
祭
典
を

目
指
し
、
現
在
、
企
画
委
員
会
で
実
施

内
容
な
ど
を
検
討
し
、
瀬
戸
内
市
文
化

協
会
の
共
催
を
得
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
国
宝
や
重

要
文
化
財
の
日
本
刀
や
現
代
刀
匠
の
お

守
り
刀
の
展
示
、
古
式
鍛
錬
や
職
方
の

作
業
の
公
開
、
講
演
会
の
開
催
と
と
も

に
、
福
岡
の
大
市
の
開
催
や
郷
土
の
食

材
を
使
っ
た
も
て
な
し
な
ど
、
市
民
参

加
文
化
事
業
も
多
数
展
開
し
ま
す
。

　

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
契
機
に
刀
剣
に

対
す
る
関
心
が
深
ま
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼

び
掛
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

を
作
成
し
て
市
内
外
へ
周
知
し
、
各
関

係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
瀬
戸
内
市
の
良
さ
を
再
認

識
で
き
る
機
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
開
館
に

向
け
て
、
現
在
展
示
室
・
収
蔵
庫
の
温

湿
度
調
整
な
ど
の
環
境
整
備
と
と
も

に
、
展
示
事
業
計
画
、
広
報
計
画
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ

り
館
長
候
補
お
よ
び
学
芸
員
補
兼
事
務

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

館
長
候
補
は
、
長
年
、
民
間
で
美
術

関
係
の
勤
務
経
歴
を
有
し
て
お
り
、
今

後
の
運
営
に
関
し
て
民
間
で
美
術
に
取

り
組
ん
だ
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
文

化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

開
館
日
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
や
国
民
文
化
祭
の
開
催
時
期
を

考
慮
し
て
10
月
１
日
（
金
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
積
極
的
な

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室

　

４
月
１
日
に
牛
窓
町
公
民
館
図
書
室

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
同
時
期
と
の
比
較
で
は
、
貸

出
冊
数
が
約
１・３
倍
、
貸
出
利
用
人
数

が
約
１・
２
倍
と
な
り
、「
海
が
見
え
る

図
書
室
」
と
し
て
、
絶
好
の
環
境
の
中
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

開館を目指して整備が進む美術館

立て替えが検討される市民病院

心肺蘇生法などを学ぶ普通救命講習


